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CaRuO3における Mn 部分置換による結晶転移 
Crystal transition in perovskite CaRuO3 by partial  

substitution of Mn for Ru 
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酸化ペロブスカイト CaRuO3は, Ru のイオン半径が Ca や O と比較して大きいために, 立方晶

構造に収まることができず, 対称性の低い斜方晶構造を持ち常磁性を示す 1)。Ru を Mn で完全に

置き換えた CaMnO3は立方晶構造を持ち, Ru を Mn で部分置換した場合, 結晶構造が斜方晶から

より対称性の高い立方晶よりに変形するとともに, 基底状態では強磁性と反強磁性が共存するこ

とが報告されている 2)。 

本研究では、CaRuO3の Ru を Mn で部分置換した試料を作成し、粉末Ｘ線回折による結晶構造

の変化について調査した。 

試料は、Mn の置換量が 0％、20％、40％、60％となるように CaO, RuO2, 及び MnO2 をそれぞ

れ秤量して混合し、プレスによってペレット状に成形した。800℃で 12 時間の予備反応の後, 自

然冷却にて一旦室温に戻し、1150℃で 36 時間の焼結を行った。 

粉末Ｘ線回折により、試料の結晶構造と格子常数の決定を行った。全ての試料で回折ピークの

分裂は観測されず、単相試料が得られている。構造は何れも斜方晶であるが、40％の置換で正方

晶に近くなっていることがわかったが、60％迄の置換では期待された立方晶化は見られなかった。 
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図 置換に伴う格子定数変化 
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